










信州伝統大工養成セミナー

伝統構法等に関する豊富な知識と技を学ぶ 訓練内容（伝統大工コース）の拡充

信州職人学校の開講に先立ち、伝統的建築技能の継承や伝統木構法による家づくりに
対する理解を深めてもらうため、「伝統大工コース」の受講者募集を兼ねてセミナーを
開催しています。

教材テキストの充実
内外関係者の協力を得て、信州職人学校独自のテキストを毎年作成、整備して
います。このテキストは、2年間（基礎・応用コース）の授業で使用する他、自主
学習資料としても活用できます。さらに、著名な建築家や棟梁などが講演した
「公開講座」DVDを提供しています。

総合製作実習、
新たな座学システム、継続訓練など
受講生の技能習熟度や訓練ニーズをふまえ、毎
年、カリキュラムを見直して訓練内容の充実を
図っています。また、各コースの総合実習（実技訓
練）で取り組む、伝統構法による「木組み」製作も
訓練の魅力の一つです。今後は、訓練修了後の
フォロー対策（継続訓練）や新たな座学システム
（Eラーニング）の導入などを検討し、可能なとこ
ろから具体化を図り、「多面的な知識と質の高い
技能を有する大工棟梁」の育成システムを構築し
ていきます。

公開講座
公開講座は、受講生の座学を兼ねて、通常の授業では盛り込めない内容をテーマに、広く一般市民も参加できるオープンセミナーとし
て、定期的に開催しています。県内外より著名な講師を招き、座学にとどまらず実技（実演）やワークショップも取り入れた多様なセミ
ナーを開催してきました。

回数・開催日 講座内容 （テーマ・講師）

「伝統木構法が切り開く未来」
　　増田 一眞 氏　（㈱増田建築構造事務所代表、NPO伝統木構造の会会長）
「伝統の技を現代に生かす魅力ある家づくり」
　　上野 英二 氏　（オークヴィレッジ木造建築研究所代表）
パネルディスカッション 「信州職人学校伝統大工コースは何をめざすか」

講座内容 （テーマ、講師）

金沢職人大学校と金沢城復元工事
ー金沢の建築文化継承に向けた“ひとづくり”“ものづくり”ー

　河村 松一 氏　（石川県建築組合連合会会長、石川県建築工事協同組合会長）

信州の風土と建築の歴史から学ぶ
ー伝統的な民家建築に生かされた職人の知恵と技ー

　吉澤 政己 氏 （NPO法人 信州伝統的建造物保存技術研究会 副理事長）
　和田 　勝 氏 （NPO法人 信州伝統的建造物保存技術研究会 副理事長）

民家再生と職人の技
講演１　ー民家再生に何を学ぶかー

　降幡 廣信 氏 （㈱降幡建築設計事務所 所長）
講演2　ー民家再生工事の現場からー

　宮澤 郁夫 氏 （大工棟梁、信州職人学校講師）

伝統構法の架構学と模型実験
第１部／講演　ー伝統構法の架構学原理ー
第２部／実験　ー伝統構法フレームの簡易構造実験ー

　増田 一眞 氏 （㈱増田建築構造事務所代表、NPO伝統木構造の会会長）

伝統構法の現代への展開
プレ講演　ー伝統構法見直しへの動きー
　秋山 恒夫 氏 （職業能力開発総合大学校元教授、信州職人学校コーディネーター）
基調講演　ー伝統木造の耐震化と耐震性能検証ー
　木内 　修 氏 （㈱木内修建築設計事務所代表、NPO伝統木構造の会理事） 
構造模型と構法解説１　ー信州の伝統的民家ー
　宮澤 郁夫 氏 （大工棟梁、信州職人学校講師）
構造模型と構法解説2　ー新伝統構法による現代住宅ー

　三浦 保男 氏 （㈲三浦創建代表、信州職人学校講師）

第1回
2009年3月27日

第2回
2011年2月11日

第1回
2009年6月6日

第2回
2009年7月11日

第3回
2009年8月1日

第4回
2009年8月29日

第5回
2009年10月3日

回数・開催日 講座内容 （テーマ、講師）

第5回公開講座と同内容

和風建築を極める　ー数寄屋の伝統と聚楽壁の実演ー
第１部／講演　ー数寄屋の伝統が今日の“和風”ーその形と技と心ー

　中村 昌生 氏 （京都工芸繊維大学名誉教授、京都伝統建築技術協会理事長）
第２部／実演　ー聚楽壁（京壁）の実演ー

　杉森 義信 氏 （京左官研究所・所長）

大工一代 師匠の心弟子に伝える
　白井 宏 氏 （㈱白井大工代表、富山県建築組合連合会会長）

伝統的な職人技術の継承と活用
　土本 俊和 氏 （信州大学工学部建築学科教授）

宮大工 直井光男棟梁による講演と大工道具の実演
　直井 光男 氏 （建築直井代表、宮大工）

伝統を守り、時代が求める技を磨く
　横田 栄一 氏 （栄建具工芸代表、全国伝統建具技術保存会会長）

山と職人と住まい手をつなぐ伝統構法の家づくり
―〈 ワークショップ「き」組 〉の挑戦―

　松井 郁夫 氏 （㈱松井郁夫建築設計事務所、(社)ワークショップ｢き｣組・代表理事）

上條 勝「削ろう会」会長による講演と鉋削りの実演
　上條 　勝 氏 （県長野技術専門校訓練課長、削ろう会ＪＡＰＡＮ会長）

日本の林業の現状と未来
　柴原 　薫 氏 （南木曽木材産業㈱  代表取締役）

第6回
2009年11月7日

第8回
2010年6月5日

第9回
2010年7月24日

第10回
2010年10月2日

第13回
2011年9月3日

第12回
2011年6月4日

第14回
2011年11月12日

第11回
2010年11月6日

第7回
2010年1月20日

回数・開催日

テキスト DVD
『日本の伝統建築技術の継承と次世代育成をめざして』
　　西澤 政男 氏　（㈱西澤工務店代表取締役、NPO日本伝統建築技術保存会会長）
『木のまち木のいえ担い手育成拠点プロジェクトがめざすもの』
　　加来 照彦 氏　（㈱現代計画研究所取締役／木のまち木のいえ担い手育成拠点WG委員）
パネルディスカッション 「信州職人学校伝統大工コースは何をめざすか」
　　司　　　会：秋山 恒夫 氏　（職業開発総合大学校東京校元教授、信州職人学校コーディネーター）
　　パネリスト：西澤 政男 氏 ・ 加来 照彦 氏 ・ 岸 豊 氏　（新建新聞編集部記者）
　　　　　　　  宮澤 郁夫 氏　（大工棟梁、信州職人学校講師）
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まちづくり
町並み整備
防災等

コーディネータ
住まいづくり、   
木材等   

耐震改修工事
　診断・補強等公共工事

大型木造、文化財等
技能競技

グランプリ、削ろう会等

次世代育成
後継指導、教育等

国際貢献
職人交流、文化紹介
海外仕事等

木造工事
寺社、数寄屋等

住宅工事
伝統技を生かす新築
リフォーム等

信州
職人学校

大学
専門学校
など  

訓練校
（県立、認定）

小中学校
高校など

相 互 連 携

伝 統 技 能 者 の
活 躍 場 の 拡 大

業界支援
地域支援

行政支援
教育界支援

ホームページ

ものづくり体験フェア

技能を生かした活躍の場づくりに向けて
ホームページやイベントで情報発信 ネットワーク委員会の設置と展開

建設労連では2011年、「信州伝統大工1・2級」称号者をはじめ
伝統建築技能継承者の活躍の場の確保と拡大を図るため、各方
面の専門家・学識経験者で構成する「信州建築職人ネットワー
ク委員会」を設置しました。この委員会では、関係団体との幅広
い連携による仕事機会の開拓、公共木造建築工事への参加など
多様な方策を検討し、伝統技能者活用に向けたアクションプラ
ンを取りまとめます。建設労連では、可能なところから実行に
移していきます。

信州職人学校独自のホームページを開設し、学校案内をはじ
め、授業の様子や公開講座、イベント情報などを随時掲載。受講
生や修了生の仕事事例を紹介す
る写真ギャラリーやインタ
ビュー記事も掲載し、伝統技能
を生かした家づくりの魅力を発
信しています。また毎年、ものづ
くりイベントに参加して、学校
や「信州伝統大工1・2級」称号者
の社会的PRに努めています。

修 了 生 か ら の メ ッ セ ー ジ

伝統大工コースに参加して一番の収穫は、県下各
地域に多くの仲間ができたことです。講師の先生
はもとより、同期生からもいろいろな考え方や手
法を学び、刺激を受けると同時に視野も広がりま
した。伝統技能が廃れつつある中で、このコースで
学んだことは自分の将来のためにも、広い意味で
は木造建築業界のためにも必ずプラスになると思
います。

近年、組立工になってしまった大工。あなたは本当の
大工として胸を張って言えますか。職人学校は、日常
業務では修得しにくいことを、訓練（体験）を通じて
身に付ける入口になります。当然、日々勉強していか
なければなりませんが、仲間も県下各地にでき、修
了後も良きライバルとして切磋琢磨できます。私も、
もっと若いうちに参加できたら良かったと思ってい
ます。今の仕事に疑問を持っているなら、すぐにでも
参加して下さい。本当の棟梁と呼ばれるように、職人
の地位 向上をめざし一緒に頑張りましょう。

最近の現場では見ることの少なくなった伝統的な継
手仕口で組まれた建築物。大工になった以上、そう
いった仕事がいつ来てもいいように準備しておきた
いです。この学校では知識、技能共にレベルを上げ
る事ができ、また県内広い範囲に心強い仲間が出来
てネットワークが広がりました。

柳澤 勝明 氏
2009年基礎コース
2010年応用コース修了
茅野市

片井 英治 氏
2009年入門講座
2010年応用コース修了
佐久市

舛田 宜彦 氏
2009年基礎コース修了
安曇野市
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　　パネリスト：西澤 政男 氏 ・ 加来 照彦 氏 ・ 岸 豊 氏　（新建新聞編集部記者）
　　　　　　　  宮澤 郁夫 氏　（大工棟梁、信州職人学校講師）
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技能を生かした活躍の場づくりに向けて
ホームページやイベントで情報発信 ネットワーク委員会の設置と展開

建設労連では2011年、「信州伝統大工1・2級」称号者をはじめ
伝統建築技能継承者の活躍の場の確保と拡大を図るため、各方
面の専門家・学識経験者で構成する「信州建築職人ネットワー
ク委員会」を設置しました。この委員会では、関係団体との幅広
い連携による仕事機会の開拓、公共木造建築工事への参加など
多様な方策を検討し、伝統技能者活用に向けたアクションプラ
ンを取りまとめます。建設労連では、可能なところから実行に
移していきます。

信州職人学校独自のホームページを開設し、学校案内をはじ
め、授業の様子や公開講座、イベント情報などを随時掲載。受講
生や修了生の仕事事例を紹介す
る写真ギャラリーやインタ
ビュー記事も掲載し、伝統技能
を生かした家づくりの魅力を発
信しています。また毎年、ものづ
くりイベントに参加して、学校
や「信州伝統大工1・2級」称号者
の社会的PRに努めています。

修 了 生 か ら の メ ッ セ ー ジ

伝統大工コースに参加して一番の収穫は、県下各
地域に多くの仲間ができたことです。講師の先生
はもとより、同期生からもいろいろな考え方や手
法を学び、刺激を受けると同時に視野も広がりま
した。伝統技能が廃れつつある中で、このコースで
学んだことは自分の将来のためにも、広い意味で
は木造建築業界のためにも必ずプラスになると思
います。

近年、組立工になってしまった大工。あなたは本当の
大工として胸を張って言えますか。職人学校は、日常
業務では修得しにくいことを、訓練（体験）を通じて
身に付ける入口になります。当然、日々勉強していか
なければなりませんが、仲間も県下各地にでき、修
了後も良きライバルとして切磋琢磨できます。私も、
もっと若いうちに参加できたら良かったと思ってい
ます。今の仕事に疑問を持っているなら、すぐにでも
参加して下さい。本当の棟梁と呼ばれるように、職人
の地位 向上をめざし一緒に頑張りましょう。

最近の現場では見ることの少なくなった伝統的な継
手仕口で組まれた建築物。大工になった以上、そう
いった仕事がいつ来てもいいように準備しておきた
いです。この学校では知識、技能共にレベルを上げ
る事ができ、また県内広い範囲に心強い仲間が出来
てネットワークが広がりました。

柳澤 勝明 氏
2009年基礎コース
2010年応用コース修了
茅野市

片井 英治 氏
2009年入門講座
2010年応用コース修了
佐久市

舛田 宜彦 氏
2009年基礎コース修了
安曇野市
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